
与謝野町ふるさとまちづくり活動応援補助金 

（別紙１－１） 

 

団体名：一般社団法人 satoyamaにこちゃん  

 

団体登録事業計画書 

○活動場所 

（与謝野町内） 

satoyamaにこちゃん（与謝野町加悦奥 862-12） 

○解決したい地域の課題を教えてください。 

 
少子高齢化・過疎化・住民のつながりの希薄化により、子どもや高齢者、子育て世代の若者が地

域の中で孤立しやすい。 

様々な家庭の事情や、学校に行きづらいと感じるなど、安心できる居場所がどこにもないと感じ

ている子どもがおり、そのような子どもたちが過ごせる場所の選択肢が少ない。子どもに限らず、

様々な世代の人々が気軽に過ごせる居場所が地域にないと感じる。 

○今後の事業予定を教えてください。 

（※複数の事業を行う場合は、優先順位の高い順に記載してください。） 

 
○みんなの居場所「satoyamaにこちゃん」の運営（月～金 10時～18時） 

【子どもから中高生・大人まで誰でも自由に過ごすことができる居場所づくり事業】 

 月～金の居場所開設時間はいつでも飲み物とおやつを注文できる。 

 月・水・金はお昼ご飯を比較的安価な値段で提供し、様々な人が利用しやすいようにする。 

○乳幼児子育て支援「ママとちいさいにこちゃん」の運営（毎週１回） 

【未就学のこどもと保護者の方に利用してもらう居場所づくり事業】 

 午前中は自由に集える場、午後からは個別の子育て相談タイムとして、ベテラン保育士のスタッ

フが子育てについて話を聞く時間設ける。また、親子で参加できる自然体験イベントや音楽イベン

トを開催する。 

○事業を通じて、期待される効果・変化や目指す地域の姿（目標）を教えてください。 

 
子どもからお年寄りまでがつながり、安心して過ごすことができる地域。居場所が多世代交流の

場としても機能し、住民同士の新たなつながりが生まれることが期待できる。 

つながりが生まれることで、一人暮らしの高齢者や子どもの見守りができる。受け入れられる居

場所があることは、幸福感を感じ、生きる希望を持つことにつながると考えている。 

○事業実施体制を教えてください。 

 常勤スタッフ３名 非常勤スタッフ２名 

ボランティアスタッフ１名 

 事業実施時協力者数 最大６名程度 

○情報発信方法（寄附の獲得方法）として、どんな工夫を行いますか。 

 
・SNSの更新を充実させる。 

・HPの内容を充実させる。 

・パンフレットを町のお店等においてもらい、多くの人に知ってもらう。 

○団体の事業を自立的・継続的に活動していくために、どんな工夫を行いますか。 

 
・個人のサポーターをさらに増やすため、SNSやちらし等で依頼する。 

・企業サポーターを増やすため、地元企業等に依頼に行く。 

・居場所「satoyamaにこちゃん」に来てもらう人を増やし、事業収入を増やす。 

 



与謝野町ふるさとまちづくり活動応援補助金 

（別紙１－２） 

 

団体名：一般社団法人 satoyamaにこちゃん  

 

収支計画書 

 
【収入】                                    （単位：円） 

科 目 内 訳 金 額 

補助金 与謝野町ふるさとまちづくり活動応援補助金 

京都府地域交響プロジェクト交付金 

（補助目標額）200,000 

430,000 

事業収入 

（受益者負担分） 

居場所利用料 

（おひるごはん・飲み物・おやつ売上） 

1,200,000 

自己資金 自己資金 370,000 

その他 寄付金 350,000 

収入合計 2,550,000 

 

 
【支出】                                    （単位：円） 

科 目 内 訳 
金 額 

対象経費 対象外経費 

食材購入費 おやつ・おひるごはん材料費、飲み物代  1,000,000 

水道光熱費 水道光熱費  700,000 

事務通信費 インターネット代、郵送料  120,000 

消耗品費 衛生用品、キッチン消耗品、事務用品費 65,000  

人件費 satoyamaにこちゃんパートスタッフ 460,000  

講師料 自然体験イベント・音楽イベント講師料 40,000  

備品購入費 ママとちいさいにこちゃんの居場所での遊具代 100,000  

広告宣伝費 パンフレット印刷費 50,000  

保険料 傷害保険料 15,000  

    

支出合計 730,000 1,820,000 

総合計 2,550,000 

 




















